
いちごドリルプリント

飛鳥時代プリント 名前

問1 法隆寺の金堂に安置されている釈迦三尊像に見られる、中央の釈迦如来と左右の脇侍を配置した形式や、中国の北魏様式の影響を受けた特徴を
持つ文化の名称として最も適切なものを答えなさい。 （2021年 大阪府公立入試 類似）

1. 白鳳文化 2. 天平文化 3. 弘仁・貞観文化 4. 飛鳥文化

問2 律令国家の形成過程において「公地公民」という原則が示された目的として、当時の社会状況を踏まえた説明として最も適切なものはどれです
か。 （2023年 島根県公立入試 類似）

1. 仏教の教えに基づき、すべての土
地は神仏のものであるとして、寺院
が土地を管理する体制を作るため

2. 農民の開墾意欲を高めるために、
新しく耕した土地を永久にその人の
私有地として認めるため

3. 地方の豪族に一定の土地の支配権
を残し、朝廷に協力的な姿勢をとら
せることで内乱を防ぐため

4. 豪族による土地や人民の私有を禁
じ、朝廷が全国の土地と人民を直接
把握することで、徴税や統治の基盤
を固めるため

問3 大化の改新の中心人物であった中大兄皇子が、のちに即位して天智天皇となった際に、律令国家の基礎を築く目的で作成した日本最初の全国的
な戸籍の名称として正しいものを選びなさい。 （2021年 滋賀県公立入試 類似）

1. 班田収授法 2. 庚午年籍 3. 庚寅年籍 4. 十七条の憲法

問4 飛鳥時代において、聖徳太子（厩戸王）を摂政に任命し、協力して天皇を中心とした国づくりを進めた日本初の女性天皇は誰ですか。 （2026年

静岡県公立入試 類似）

1. 天武天皇 2. 天智天皇 3. 持統天皇 4. 推古天皇

問5 飛鳥時代末期の701年に、唐の制度を参考にして制定された、日本で最初の本格的な法典を何といいますか。 （2020年 東京都公立入試 類似）

1. 十七条の憲法 2. 御成敗式目 3. 建武式目 4. 大宝律令

問6 古代日本の国家形成の過程において、天智天皇の後継をめぐる混乱を経て、中央集権的な統治が強化されたことを示す歴史上の出来事はどれか
。 （2018年 岡山県公立入試 類似）

1. 白村江の戦い 2. 保元の乱 3. 壬申の乱 4. 承久の乱

問7 7世紀後半、日本は唐や新羅による侵攻の脅威に備え、九州の大宰府周辺に「水城（みずき）」と呼ばれる大規模な土塁や、山城（朝鮮式山城）
を築きました。これらの防御施設の築城にあたって、高度な土木技術を伝え、建設を指導した渡来人たちは、どこの国から来た人々が中心であ
ったとされていますか。 （2021年 滋賀県公立入試 類似）

1. 高麗 2. 新羅 3. 百済 4. 渤海

問8 645年に中臣鎌足らと協力して蘇我氏を倒し、土地や人々を国家が直接支配する「公地公民」の仕組みを導入するなど、天皇中心の国づくりを目
指した人物は誰ですか。 （2020年 茨城県公立入試 類似）

1. 徳川家康 2. 聖徳太子 3. 中大兄皇子 4. 足利尊氏

問9 7世紀から8世紀にかけて、日本が天皇を中心とした中央集権的な国家体制（律令国家）を形成していく歴史的な流れを、時系列に沿って正しく
説明しているものはどれですか。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 大宝律令の完成によって国家の仕
組みが整った後、その基本精神を広
めるために聖徳太子が十七条の憲法
を制定し、さらに中大兄皇子が大化
の改新を断行した。

2. 中大兄皇子らが大化の改新によっ
て蘇我氏を倒した後、聖徳太子が大
陸の制度を取り入れた冠位十二階を
制定し、それらが最終的に大宝律令
としてまとめられた。

3. 聖徳太子が冠位十二階や十七条の
憲法を定めて天皇の権威を高め、そ
の後、中大兄皇子らが大化の改新を
開始し、8世紀初頭に大宝律令が完成
して体制が整った。

4. 聖徳太子が十七条の憲法を制定し
た直後、これに反発した中大兄皇子
らが大化の改新を起こして律令国家
を否定したが、8世紀に再び大宝律令
が制定された。

問10 法隆寺の建築に見られる特徴や背景について説明したものとして、歴史的事実に基づき最も適切な記述を選んでください。 （2024年 愛媛県公立入試

類似）

1. 室町時代の文化背景をもとに、現
代の和風建築の原型となった「書院
造」の様式で建てられている。

2. 鎌倉時代に武士の間で流行した禅
宗の影響を受け、装飾を排した質実
剛健な造りとなっている。

3. 平安時代の貴族たちが好んだ日本
独自の様式である「寝殿造」を取り
入れ、庭園との調和を重視している
。

4. 中国や朝鮮半島など大陸からの影
響を強く受けた、日本で最初の本格
的な仏教文化の特色を色濃く残して
いる。

問11 天武天皇の時期に作成が開始された「庚午年籍」などの戸籍は、中央集権体制を築く上でどのような目的で作成されましたか。その目的として
最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 香川県公立入試 類似）

1. 人民の居住地や氏姓を把握し、税
の徴収や徴兵を確実に行うための基
礎とするため

2. 地方の豪族に対して土地の私有権
を認め、その忠誠を確保するため

3. 仏教による国家の安定を目指し、
全国の寺院と僧侶の数を管理するた
め

4. 諸外国との交易を円滑にするため
、都市部の商人層の構成を調査する
ため

問12 645年に始まった政治改革の資料において、中大兄皇子や中臣鎌足が蘇我氏を打倒し、新たな政治体制を築こうとする記述が見られます。この一
連の改革によって日本で初めて元号が導入された背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 熊本県公立入試 類似）

1. 天皇が国の主権者として時間を支
配することを示し、中央集権国家の
威信を内外に宣言するため。

2. 蘇我氏が代々使用してきた独自の
暦を廃止し、仏教の教えに基づいた
新しい時間管理を行うため。

3. 有力な豪族たちが交代で元号を決
める権利を持つことで、貴族政治の
安定を図るため。

4. 中国の唐に対して完全な服従を誓
い、唐と同じ元号を使用することで
安全保障を得るため。

問13 7世紀初め、聖徳太子（厩戸王）は中国の王朝との対等な外交を求め、進んだ制度や文化を取り入れるために使節を派遣しました。この使節の名
称と、代表として派遣された人物の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2026年 秋田県公立入試 類似）

1. 遣明使として派遣された足利義満 2.
遣唐使として派遣された阿倍仲麻呂

3. 遣隋使として派遣された小野妹子 4. 遣唐使として派遣された鑑真



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

飛鳥文化
釈迦三尊像は鞍作鳥（止利仏師）によって作られたとされる、飛鳥文化を代表する金銅像です
。この時代の彫刻は、大陸との交流を背景に中国の北魏などの様式を取り入れており、アーモ
ンド形の目や「アルカイック・スマイル」と呼ばれるかすかな微笑みが特徴です。これは日本
で最初に開花した本格的な仏教文化の特色を示しています。

問2 答え 4
豪族による土地や人民の私有を禁じ、朝廷が
全国の土地と人民を直接把握することで、徴
税や統治の基盤を固めるため

公地公民は、天皇を中心とした中央集権体制を確立するために導入された仕組みです。特定の
豪族が土地や人民を私物化することを防ぎ、朝廷が全国の戸籍を作成して人民に土地を分け与
える（班田収授法）ことで、租・庸・調などの税を安定的に徴収し、国家運営の財源を確保す
ることを狙いとしていました。

問3 答え 2
庚午年籍

天智天皇は、670年に日本で初めてとなる全国的な戸籍である「庚午年籍（こうごねんじゃく
）」を作成しました。これは、国家が民衆の氏姓や人数を正確に把握することで、安定した税
の徴収や徴兵を行うための重要な基盤となりました。後の天武天皇の時代に作られた「庚寅年
籍」と混同しないよう注意が必要です。

問4 答え 4
推古天皇

592年に即位した推古天皇は、甥である聖徳太子を「摂政」という役職に就け、共同で政治を
行いました。この時期には冠位十二階や十七条の憲法の制定、遣隋使の派遣など、中国（隋）
の制度を取り入れた重要な政策が次々と打ち出されました。

問5 答え 4
大宝律令

文武天皇の時代である701年に制定されました。これによって、刑罰に関する規定である「律
」と、政治の仕組みに関する規定である「令」が整い、天皇を中心とする中央集権的な国家体
制（律令国家）が確立されることとなりました。

問6 答え 3
壬申の乱

天智天皇の弟である大海人皇子が、天智天皇の子である大友皇子を倒した672年の壬申の乱が
正解です。この勝利によって大海人皇子は天武天皇として即位し、天皇の称号や「日本」とい
う国号を使い始めるなど、律令国家としての骨組みを固めていきました。

問7 答え 3
百済

663年の白村江の戦いで日本（倭）と百済の連合軍が唐・新羅の連合軍に敗北した後、日本は
大陸からの報復的な侵攻を恐れて国防を強化しました。この際、日本に亡命してきた百済の人
々が持つ高度な技術が、水城や大野城といった堅固な防御施設の築城に活用されました。

問8 答え 3
中大兄皇子

蘇我氏を倒した「乙巳の変」から始まる一連の政治改革は「大化の改新」と呼ばれます。中大
兄皇子は中臣鎌足（後の藤原鎌足）とともに、それまで豪族が私有していた土地や人民を国家
が管理する体制への転換を図りました。

問9 答え 3
聖徳太子が冠位十二階や十七条の憲法を定め
て天皇の権威を高め、その後、中大兄皇子ら
が大化の改新を開始し、8世紀初頭に大宝律
令が完成して体制が整った。

日本の古代国家形成は、7世紀初頭の聖徳太子（厩戸王）による推古天皇の摂政としての政治
改革から始まります。太子は冠位十二階や十七条の憲法を定め、家柄ではなく能力を重視する
官僚制や道徳的規範を導入しました。その後、7世紀半ば（645年）には中大兄皇子や中臣鎌
足らが蘇我氏を打倒して大化の改新に着手し、公地公民制などの改革を進めました。これらの
改革の集大成として、8世紀初頭の701年に大宝律令が完成し、法律に基づき官僚が全国を統
治する律令国家の体制が確立されました。

問1
0

答え 4
中国や朝鮮半島など大陸からの影響を強く受
けた、日本で最初の本格的な仏教文化の特色
を色濃く残している。

法隆寺が建立された飛鳥時代は、仏教の伝来とともに、中国（南北朝時代や隋）や朝鮮半島の
百済などの技術が積極的に導入された時期です。法隆寺の柱に見られる「エンタシス（中央の
ふくらみ）」などの特徴は、遠くギリシャの神殿建築の影響がシルクロードを経て伝わったも
のと言われており、当時の国際色豊かな文化背景を示しています。寝殿造や書院造は、より後
世の時代に成立した建築様式です。

問1
1

答え 1
人民の居住地や氏姓を把握し、税の徴収や徴
兵を確実に行うための基礎とするため

中央集権国家の確立には、国家が直接人民を支配し、労働力や税を徴収する仕組みが不可欠で
した。戸籍（庚午年籍）を作成して全国規模で人民を登録することで、公平かつ確実な徴税や
徴兵を可能にし、天皇による統治基盤を強化する狙いがありました。

問1
2

答え 1
天皇が国の主権者として時間を支配すること
を示し、中央集権国家の威信を内外に宣言す
るため。

元号の制定は、単なる年数の数え方の変更ではなく、その土地を支配する君主が時間をも支配
するという「空間と時間の主権」を象徴する行為でした。大化の改新において中大兄皇子らが
日本初の元号「大化」を定めたのは、それまで力を持っていた蘇我氏などの有力豪族を抑え、
天皇を中心とした律令国家を形成しようとする強い政治的意志の表れです。

問1
3

答え 3
遣隋使として派遣された小野妹子

聖徳太子は、推古天皇の摂政として政治を行い、中国の「隋」に「遣隋使」を派遣しました。
その代表として知られるのが小野妹子です。鑑真は唐の僧侶であり、阿倍仲麻呂は遣唐使とし
て唐に渡った人物です。また、足利義満は室町時代の人物であり、時代が異なります。


